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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は癌と診断される前の臨床前癌時の癌ケースとコントロールの血清中のsICAM-1、 

sVCAM-1を測定し、癌罹患の予測の可能性について検討したものである。その結果、sICAM-1

ではなく、sVCAM-1が癌と診断される前の臨床前癌時の癌ケースで有意に高いこと、sVCAM-1

の感度と特異度は比較的高いことを証明した。本論文の内容は、sVCAM-1が癌と診断される

前の初期段階の臨床前癌のマーカーとして有用であることを示しており、癌の2次予防であ

る癌の早期発見・診断方法に対する新しい知見を示唆したものであり、明らかに学術水準

を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


